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発電用原子炉施設、核燃料サイクル施設および研究・実験施設など放射性物質を取り扱う施設の廃止措

置に要求される一般安全要件について、廃止措置に係る IAEA の安全基準を調査・参考にし、わが国の原

子力施設の廃止措置に係る一般安全要件を検討した。 
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1. 緒言 

 発電用原子炉施設、核燃料サイクル施設および研究・実験施設など放射性物質を取り扱う施設は広範囲

に存在し、使命を終えた施設は廃止措置というプロセスをとることになる。施設の規模、そこに含まれる

放射線ハザードの大きさに違いがあっても、廃止措置プロセスは基本的に同じである。廃止措置分科会で

は、放射性物質を用いる施設を対象とした IAEA の廃止措置に係る一般的安全要件を参考に、国内施設に

適した廃止措置の一般安全要件について検討し、技術レポートとして作成を検討中である。 

2. 廃止措置に関する IAEA の安全要件の調査と整理 

廃止措置に係る IAEA の GSR Part6 一般安全要件について、基本安全原則 SF-1 からのつながり、背景、

適用範囲および要件内容並びに実際に適用する場合の具体的な展開等を調査、整理した。 

3. 国内施設を対象とした廃止措置に係る一般安全要件の検討 

2 .項で調査した廃止措置に係る IAEA の安全要件を参考に、国内施設の特徴、社会環境等をもとに、廃

止措置において関係する機関がそれぞれの責任において遵守すべき一般的安全要件について検討した。 

廃止措置においては、廃止措置プロセスがすすむにつれて、放射線ハザードも低減することから、グレ

ーデッドアプローチによる安全確保が適切であり、また、いかに発生す放射性廃棄物を最小化にするかが

重要である。これらについては一般安全要件で重要な位置を占めることが示された。 

4. 結論 

 廃止措置に係る IAEA 安全基準の要求事項を調査し、国内施設を対象とした廃止措置に係る一般安全要

件について検討を行った。本検討を踏まえ、技術レポートの作成を検討中である。 
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